
授業計画

１　 国民経済と森林・林業：森林・林業の現状
２　 国民経済と森林・林業：森林利用の変化と用途間の調整
３　 森林計画の役割と課題：森林法と森林計画制度
４　 森林計画の役割と課題：森林計画制度の展開
５　 国有林問題：国有林の展開過程
６　 国有林問題：国有林再建の方向性
７　 森林組合の動向と課題：森林組合の概念と我が国森林組合制度の展開
８　 森林組合の動向と課題：森林組合の組織・事業
９　 地域林業の形成と課題：木材流通の特徴と木材産地の形成
10　地域林業の形成と課題：新興林業産地の発展方向
11　山村の振興と課題：山村問題の発生と政策展開
12　山村の振興と課題：村おこしの展開と山村振興の視点
13　森林と地球環境：地球環境と森林
14　森林と地球環境：森林環境保全対策の動向
15　まとめ

試験の他に出席点、中間レポートを加えて総合的に評価する。評価方法

講義ごとに資料等を配布する。テキスト

授業の到達目標 　森林が有す多面的機能、さらにはその政策的展開過程を学習することを目標とする。その際、森林が地球温
暖化等環境保全面で果たす役割を認識することを掲げ、各種の政策的適用を理解させていく。

授業概要

　森林・林業は国民経済の中で様々な多面的な役割を果たしている。本講義では森林・林業が国民経済の中
で果たしている多面的な機能を分析するとともにその意義・役割、さらに様々な課題解決の方向性について解明
を試みる。
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